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研究背景研究背景

W-CDMA (第3世代)

現在，最大384kbpsの通信速度を保障

•インターネットの普及
•次世代インターネットの発展
•情報の多元化，大容量化

マルチコードDS-CDMA方式の8Mbps伝送
　　(HSDPA : High-Speed Downlink Packet Access)

第3.5世代

高速パケットデータ伝送技術が不可欠

マルチコードマルチコードDSDS--CDMACDMA方式の方式の

問題点と対策問題点と対策

①拡散率が低いため，周波数
選択性フェージングを受けたとき
ディレースプレッドにより各コード
間の直交性が崩れる

②セル周辺では他セルの
基地局からの干渉信号電力
が大きくなる

等化処理等化処理 アダプティブアレーアダプティブアレー

チップレベルで動作するチップレベルで動作する
アダプティブアレーと等化器との縦続構成を提案するアダプティブアレーと等化器との縦続構成を提案する

対策技術



チップ等化チップ等化
マルチパスを通った信号マルチパスを通った信号

(Tc = Chip Length) チップ
等化

チップ等化された信号チップ等化された信号

Direct Path
Delayed Path

マルチコード間の直交性が回復マルチコード間の直交性が回復マルチコード間の直交性が崩れるマルチコード間の直交性が崩れる

遅延波の抑圧遅延波の抑圧

送信機構成送信機構成

受信機構成受信機構成

従来型：アダプティブアレーによる線形等化
提案型：アダプティブアレーと非線形等化器の縦続構成

•最適構成(MLSE型)　 ：逆拡散過程なし
•簡略化構成(DFE型)　：逆拡散過程あり

最適受信構成最適受信構成
MLSE等化器アダプティブアレー

拘束条件



最適構成の信号判定部最適構成の信号判定部

問題点問題点

演算量が膨大

簡略化受信構成簡略化受信構成

②MLSEを多値チップ判定器に替える

①MLSEをDFEに替えて

演算量を削減

簡略化構成の信号判定部簡略化構成の信号判定部

逆拡散処理を行う整合フィルタが必要

シミュレーション諸元シミュレーション諸元

HSDPAに準拠したパラメータ

提案方式のパラメータ



平均誤り率特性平均誤り率特性 スループット特性スループット特性

従来の線形等化器に比べて，

�　誤り率では1桁の改善

�　スループットでは　　　　　 = 15dB で3倍程度の改善

まとめまとめ

� チップレベルで動作するアダプティブアレーと
等化器の縦続構成を提案した

� 計算機シミュレーションにより性能の評価


